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　核酸合成についてのラジオ・オートグラフ的研究億　　　た。各群とも．1核細胞10個，2核細胞ユ0個癒at　ra距

種々の組織について数多く発衷されている。しかしな　　domに選びその銀粒子数を鱗：えた。一力間組織d「：）・・一一・

がら消化器官組織にしばしばみられる2核紐1胞と1核　　　部を10％Folmalinで圃定し，パラツイン｛2埋｛。た

細胞との差に関しての研究発表は数少ない⑧⑨。　　　　後切片をつくり，Sakura　NR－M1乳剤でDipping

　そこで今回は胃労細胞と十二指腸についてRNA前　　　法を行ない同じょうに4℃て露出した。露出1噸lllは

駆物質のSH－uridineを用い，食餌とRNA合成との　　36日であつた。　SDX－・1で20°C　5分間現像，簸1難湘

関連にっいて検討を試みた。　　　　　　　　　　　　　　常のごとくヘマトキシリソ・エオジソ染色を施し丸。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　標本はそれぞれ1枚ずつAman。②の方法でDNase，

　　　　　　　　材料および方法　　　　　　　　　　RNase処理を行なつた。

　as重　159のマウス（雄）を5群に分け，1週間基礎

食を与えて飼育した。食餌は毎朝10時から10隠30分ま　　　　　　　　　　　結　　果

での30分間与えた。1週間基礎食で馴らした後V：　3H－　　　Table　1は各々の動物の時問における銀粒子数で，

uridine　20Ftc／　g体重を各群一斉に朝9時に皮下注射　　　Fig，1はこの経過を示したもので，この図からはつ

し，10時から10時30分までの30分間基礎食を与えた。　　　きりすることは，食後4時間から銀粕子数の取り込み

　第1群は午前11時に殺した。これは食後1時間，注．　が増加し，食後23蒔間で最i藍liに達し以後減少してい

射後2時間にあたる。第2群は午後1時（食後3時　　　る。

問，注射後4時間），第3群は午後5時（食後7時間，　　　Table　2はTable　1の要因分析表でこの結果によ

注射後8時間），第4群は翌日午前9晦（食後23時間，　　るとT（経過降間），N（核形）ともに1％の危険率

注射後24時間），第5群は同日の午前10時から10時30　　で有意となつている。すなわち1核細胞と2核細胞で

分までの30分間食餌を与え，再給食後3時間，注射後　　　の銀粒子の取り込みを見ると各時期とも2核細胞の方

28時間にあたる午後1時に各々を殺した。しかしなが　　　が多いといえる。

ら第5群は実験中に3匹が死亡し，結局第5群だけは　　　十二指腸上皮細胞は絨毛細胞（Villus　cell）と陰縄

2匹となつたe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藩田胞（Crypt　cell）に分けると，2核細胞は絨毛“ill胞

　胃と十二指腸をNagata　et　a1・①の方法で分離標本　　　にのみ存在した。銀粒子は紙毛1核細胞10個，2棲細

としFuji　ET－2E乾板を用いてStripPing－Film法　　　胞10個，陰窩細胞10個について算えこれをTable　3，

でラジオ・オートグラフイを行なつた，　　　　　　　　Fig．2に示した。　Fig．2によると陰窩細胞における

　露出は4°Cで55日問，現燥はFD－111で20°C　5分　　銀粒子の数は注射後8時間で最高になり，時聞の経過

間，定着後，ヘマトキシリソ・エオジ：’染色を施し　　　とともに漸減する。融毛における1核細胞と2核細胞
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　Table　1・　Mean　Grain　Counts　of　10　　　　の銀粒子数は注射後4時聞目tlcわずかに減少をみる

灘盤・潔継盤盤　が盤驚翻要購鋤。r，、，　。、、
Animal　No，　一一　　・一一愛麗些i璽1壁．…・、・一一一　　　によるとNは1％の危険率で有意となり2核細胞は

　　　　　　．＿型堕哩堕色」…塾1哩皇9．．　・核糊包に比較して銀粒子の励込みが多いといえ

　　ll　　、1：1圭1：1、1二硅1：1　る．
　　13　　　　　　　：15．4」：2．2　　　 13．5±5．3
雁　　　　　　　1釜き圭§：｝　　　1巷：窪圭多：2　　　　　　　　　　　　　　　考　　察

21　　　9．5士2．5　7。6士3．2　　i物赤肛1胞のRNA㈱好）の取り込みは：1榔［聰
ll　　｝8鮭甕：1摺圭§：1　・りも2核細胞・方が多く・・揃1欄をみると酬
24　　　　　10，4士2．1　　15．7士4，6　　　後8時間で銀粒子数が増加し，注射後23時間までlllYi増

25　　21・5’k　6・3　21・°士』且．　を続肱がら，再給鍛購lll1で，離鍵好数は｝ia

ll　　舞1鮭量：1撚圭1：1　灘る・・の説明とし・は，徽後・・A創・燃ん
33　　　　　23。1：』8．2　　39．　3士18・1　　　となり，これが再給食まで漸増しながら蓄積され，得

ll　　ll鮭1：l　ll鮭説　fa食により，・の全・NA鎚・の判｝が瀕されて，さ

　　41　　42．8轟．8　37．5士r6Z4uー　ら噺らしくRNAが餓さ描4・のと’験られる・
　　42　　　　　16．7士6・3　　18・5士4．6　　　　十ニゴ旨腸上皮細胞は三簸即こ分類したが，このRNA

　　21　1g：硅1：191：謝：1　（銀粒子）の取り込嚇砿すべ醐・糊で麟
　　45　　　　　47・9士工3・0　　　64・　3士24・　3　　　細胞の方が｛多く，絨醤1核細胞と2核細胞を比較す堵，

　　51　　　　23・8士4・　9　　23・　5士6・7　　　と，胃労細胞と同様に2核細胞における取り込みが多
　　52　　　　　　 22．0士5．3　　　22，2士8．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くなつている◎

H　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間的経過をみると陰窩細胞における銀粒子数は注

妻6°　　　．＝1膿留1・11　　射後、醐で騨し謂徹まで合成したRNAをそ
網　　　　　　　　　漁ど灘する。となく維抽し礪徽｝。より減少の
暑：1　　ノγ／へ　　傾向鮒．榊1亥細胞・・核細胞蠣撫で漸
茗20　　　　／’〆’醒　　　　　　　　　　　　　　　増をつづけ，鱒紹食により，さらに増加の傾向を示

1　・，一一グ　　　　　　す．
z　豊IPI1。．m、．2　5p．m．　　a、m，　　910n．m．　rp．m、　　　　このことは腸上皮の再生の結果，　RNA合成を盛ん

　　鍾　Tlme　°f　tha　day　l　　｝繍繍辮叢雛饗芝贈灘難
　　’Edi　　　　　　　　　　　　　　　　　m
　　H　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かと考え，るo
FlL。、、」謡識：識識。臨鼎ts　S・・t・e・・L③の・H－…m・d…の報鰍る・

　　　　　after　giving　sH－uridine　　　　　　　　十二手旨腸の再生時間は72時であるというから・注射後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28時の時は上皮細胞が陰窩から絨毛へ1／a’移動したと考

　↑able　2，　Factorial　Design　of　th　Data　　　　えれば，これらの変化が説明できる。

　　　　　　Listed　in　Table　1　　　　　　　　　　一般に標織RNA前駆物質を用いた研究によると最
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60492．48
24882．83
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31317．04
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MS　　　　　初は核小体と核に銀粒子が現われ，それから細胞質中

20164，工6＊＊

1555’18＊w　　　H，Ha「is　eta1，⑥）本実験においても同様に銀粒子
1108，89＊w
　g5．01＊＊　　　は最初，核小体と核に取り込まれ，時間の経過ととも

1縄　　に髄質中に物した・鮒⑥の・・テ1覇細泡の報

・　　　に放出されるといわれる（Amano　and　Leblond④，

・・NR　1・・97・4．・96　139g「一’一 Q5濫禦購稀課灘1灘
A㍗1櫨゜nt°the　table　　　時1・・核細騰の増加・・あ・・

N，N。、1，、，　type　　　　　　また燃⑦ぬると＋二捌阯齢i胞の2撚il脇
　1　：　lndividuality　　　　　　　　　　　　　　同様に食後増加を示し10時間で最高値になると報告し
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Table　3・Mean　Grain　Counts　of　10　　　　　ている。今圓のRNA合成の増減は上述の論文による

M灘搬翻離1審11難病灘裳叢縦1瓢1包機能
、　　璽clea「ity　　　　　組織1繍Ili胞の・核細胞とRNA誠につい一C　OS’艮

　12　　30．2±9．1　　10、7±4．8　　16．　3士11，　2　　　RNA，　DNA合成はともに1核細胞より．多い。また

揖覆圭罰1鮭1：1　　　名和⑫が肝欄のDN蝿蠣微胱海胱法で離し
15＿23盈些・主　　6：『i寵竺1＿＿＿＿＿　　た報告によると，肝2核細胞は肝機能昂進刎寺に増加

21　　8・2士2・8　　4．1±1．9　ユユ．4±4．4　　　し，同時に1核細胞にくらべて2核細胞DNA鼠も増
ll　ll：1圭11：l　l：1豊§16・3±　7・1　加する。このよう・・DNAオ、よび・NA餓とも・・

llll：1翻：ll8鮭1：1　　　・核細胞に腋して・椥1伽茄盛んであり・・核
一　　　　　一一一一一一一・一…一…・一…一一一一一一一　　　細胞数の増加および2核細胞における核酸合成の増加
　31　　　　39，2：ヒ10，3　　　　6，2二』　3．8　　　　ユ6．3：』　8．5

　32　62．7士12．2　　9．5：』3．7　17．1士5．　6　　　はそれぞれ細胞1幾能と密接な関係にあると考えられ

ll撚圭揚溜圭1：1　　　・・
　35　　　　53骨7：L－15，0　　　　11．4士　6．6

『「i』…四嘉三玉蔵；…葱万；iす言…｛互薩i巨1ガ　　　　　　　　　　結　論

ll　l／i：1圭il：1謝圭、1：115・4±　3・6　鶴欄のRNA餓1・L・核細胞よりも・撚ll胞の

　44　　37．4士7．6　　2．1，7士11．1　　　　　　　　　　方が盛んであり，3H－－uridineの取り込みはユ核細胞，

一至」翼主蟹＿塑L竺1灸烈＿＿＿．　・脚1胞と槻k轍2塒蹴で瀦し餅禽館よ
ll郷圭、1：l　ll盤21：191：琴圭鎚　り約粉峨少する・・の駄簸胃蜘胞・RN

竃60

ゑ50

督40

罠30
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A合成は漸増しながら蕗償され，1「ne食によりこの半

　　　　　　　　　＿bmucleeL、酬　　　　　　　分が消費され，新らしくRNAが再含成されることを

　　　　　　　　　二：二鳳鵠臨檎鵠と犠割II　　　　示すものと考える。

　　　　／t”一’°一”’－b’一一’陶一“ny’h－・・・…、　　　　　　　他方十二指腸上皮細胞のRNA合成は需労細胞と同

　　　／　　　　　　．　　様に2核細包の方が1撚日胞より輔んであり，腸陰
　　／
一．．一．・・ノ　　　　　　　　　　　ノ’　　　　　　　窩の細胞は注射後8時間でRNA合成が最高となり徐

　91011a．m．2　　　5　p．m、　　　　　　Ofi・m・　　　　910a．m．　Ip．m．

　舗　　　　　　　9，　　　　んなことは腸陰窩の細肋竃腸上皮馳のために絃毛側
龍　　　　　　§　　　へ移肌，その結果t腸絨毛細胞の鮒子馳込みが
鐸　　　　　　di　　　増加したように厩るものと考える。
Flg．2　Variation　of　the　mean　grain　counts

　in　the　duodenal　epithelial　ce1ls　of皿ice　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　括

　　　　　afte「gi“i”g　3H“Lt「idine　　　　駒細胞，＋二指｝阯皮糊包のRNA餓蜥究す

T。bl。4Fac，。，i。1　D，si。g。f　th，　D、、a　　るために樋15弧雄）㊥スに一週闘叢獺搬

　　　　　　Listed　in　Table　3　　　　　　　　　与し3H－・uricline　20fte／　9・体重を皮下注射し，第1群

＿．＿・一　ノ @　　2…減少を示す醐鵬細胞瞼轍24時間まで灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　し再給食によりさらに増加する。このRNA台成の盛
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lss
27767．49
9541．ユ0

22181，23
　385，96
11901．37
65668，33

109677．99

DF　　　　SM
（注射後2時間，食後1時間），第2群（沼三射後4時

n・・一 @　　　　　　間，食後3時間），第3群（注射後8時間，食後7時

lllll：1；。。　間），第・群（闇後・・醐，鍛23醐），第・灘

　2　11090．61覇　　　　再給食後3二時間，注射後28時間に省々を殺し，分離標
、1、、ll：ll。。　本を膿し，・。j・ET－2E乾概用い，，、，・PP、。g法

259　　259・56　　　　’でラジオ・オートグラフを行なつた。各々の細胞10個

・・gl　　　をとり，勒込軌繊粒磁をev・えた・

Abbrev・・・…are　th・・ame　a…T・b1・・　込難購r錨羅鴛器
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にみるとどちらの種類の細胞もともに漸増し，τ〔〕：給食　　　Berticksichtigung　auf　Zweikemige　Zellen，

により2核細胞の取り込みは半減する。こ．のことは再　　Arch．　histo1．　jap．，27：545，1966　　⑨Nagata，

給食にょり，2核細胞は蓄積し’』たRNAの半量を消費　　　丁．：A　radioautographic　study　on　the　RNA

し新らたにRNAの再合成を起こすことをi暗示してい　　　synthesis　in　the　hepatic　and　the　intestinaI

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　epithelial　cells　of　mice　after　feedillg，　with

　　十二指腸上皮lilll胞は絨毛11i鰯lll胞，絨毛2核細胞，　　　special　reference　binuclearity，　Med，　J．　Shinshu

陰窩細胞に分類した。献毛：1．核細胞と絨毛2核を比較　　Univ，，11：49，ユ967　⑩名和澄黄雄：培礎線系1髭芽細胞

すると，銀紋子の取り込みは2核刑［1胞の方が大であ　　における核酸合成に関するラジオ・オートグラフ的研

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究，ことに2核細胞について，儒州医認，15：31，1966

　　経時的には陰1鰯III胞でをよ注射後8時間で急増し以後　　　⑪Nagata，　T，　and　Nawa，　T，：Aradioatttographic

漸減の傾向を示し，献毛細胞では漕1増の傾向を添す。　　　study　on　the　nucleic　acids　syiitheses　of

これは陰1備細胞が腸上皮再生のために款モ側へ移動し　　　binuclei，　te　cells　in　cultivated　fibroblasts　of

た塞を暗示するものと考える。　　　　　　　　　　　　chick　embryos，　Med，　J，　Shinshu　Univ，，11：ユ，

終り、。臨み，矧究、。構厳［垂肋賜2，’，．）た㈱畠　1966⑫獅11搬雄；購〉光i；lll　）tl・　fVl：　？：よるll，1：細包

次教授，永l／H哲士助教授に深甚な謝意を．表します。　　　核DNA盤の年令的蛮動，ことに21嚇ill胞との関係に

　　本文の要旨ば昭和40年4月5日第70回日本解剖学会　　　ついて，儒州医誌・16：475・1967

総会（広島）において発喪した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABS↑RACLr

　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　献　　　　　　　　　　　　　　　　　An　lnvestiga．ヒion　was　carried　out　to　study

①Nagat，　T．，　Shibata，　O．　and　Omochi，　Sh．：A　　the　difference　of　RNA　stythesis　between　the

new　method　fQr　radioauotgraphic　observation　　　binucleate　and　1）．iononucleate　cells　of　both　the

on　isolated　cells，正’1　istochemie，2：255、1961　　　　　　　stomach　and　the　duodenum　after　feeding，

⑨Amano，　M．：工mproved　techniqtle　for　the　　　　Mice　were　inlected　with　20Ftc／e，　body

enzymatic　extration　of　nLtcleic　acids　frorn　　weight　of　31’1－uridine　subcutaneo’usly，　fed　l

tissue　sections，　J，　1－listocheni．　Cytochem．，　10：　　　　hour　later　and　sacrificed　2，　4，　8，　24　and　28

204，1962　　③Seit。，　T．，　Shimatalli，　N．　and　Ka－　　houes　later．

washima，　T．：DNA　synthesis　and　cell　renewal　　　　　The　tissues　were　processed　by　the　method

in　smaU　and　large　intestines　of　mouse，　Acta，　　　of　Nagata　eヒaL　in　which　ET・・2E（Fuji）auto－

Med．　Okayama，．201167，ユ966　　④Amano，　M．　　radiographic　plate　fGr　stripping　filin　methcd

and　Leblond，　C．　P．．：Comparisoll　of　the　specific　　　was　used　and　exposed　for　55　days．

activity　tillle　curves　of　ribonucleic　acid　ill　　　　　　　Iし　the　parjetal　cells　of　the　stomach，　the

chromatin，　nucleolus　and　cytoplasm，　Exp．　Cell　　incorporation　of　3H－uridine　was　greater　in　the

Res．，20：250，1960　⑤Harris，　H．，　Fisher，　H．　　binucleate　cells　than　in　the　mononucleate

W・，Rogers，　A，，　Spencer，　T．　and　Watts，了．　W，：　　cells．　In　the　lapse　of　tilne，　the　incorporation

An　examination　of　the　ribonucleic　acids　ill　the　　　三n　both　mononucleate　and　binucleate　cells

IleLa　cel1’with　special　reference　to　current　　　increased　gradUally　up　to　24　hours　after

theory　about　the　transfer　of　information　from　　　injection，　half　of　whicll　decreased　after　the

necleus　to　cytoplasm，　Proc．　Roy．　Soc．　B．，157：　　　refeeding．

177，1962　⑥島村和タ…喰餌による’ラツテ胃｛芳細胞　　　　The「esult　su99ests　that　the　syllthesized

の細胞分裂数の変動，解｝：1曝誌，33：358，ユ958　⑦近　　　RNA　after　the　feeding　had　accumulated　hy

藤憧二郎：腸円柱上皮における細胞分裂に関する研究．　　the　lle：　t　feeding，　then　half　of　them　seems　to

皿　給食後におけるヲツテの腸円柱上皮細胞，解剖　　　be　collsumed　by　the　refeeding．

誌，35：487，1960　　⑧Omochi，　Sh．，　Nagata，　T，　　　　In　the　duodellal　epithelial　cells，　the　ceils

Shibata，0．　and　Nawa，　T。；AutoradiOg1’aphische　　　were　classified　into　three　types；mononucleate

studien　tiber　die　RNS－Synthese　in　den．Ver－　　　villus　cel1，　binucleate　villus　cell，　mononucleate

dauungsorganen　der　MaUse　mit　Besonderer　　crypt　ce11，　The　incorporation　of　3H－uridine　was
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high in the following clescending order: and decreased gradually, while the incorpora-

mononucleate crypt cell, binucleate villus eell tion in the villus cells increased' gradually to

and mononucleate villus cell, 28 hours. The result suggests that the duo-"
   The incorporation in the crypt cells clenal epithelial cells migrated from the crypts

reached the maximum 8 hours after injection to the villi,

'


